
東京にいた5⽇間

2019.09.05

今⽇は遅かった、本当にすみません。

韓 晗さんの⽇記



東京にいている

2019.09.05

    4時間かかって、北京から東京に⾏きました。もう東京にいた3⽇⽬です。いろいろな⼈に会って、いろいろなところに⾏きました。⽇本⼈が優しいと思って、そして新宿の
⾷べ物が美味しかった。今朝が遅かった、本当に恥ずかしい。だからこれで最後です。もしわけございません。
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初期⽣活の報告

2019.09.08

     今⽇は9⽉8⽇です。昨⽇宮崎に着いた、⾃分の寮にいています。
     ⼟曜⽇と⽇曜⽇は休みです。寮で電気が⾃由に使えます。しかしおかしいルールもありま
す。例えば、午前の授業は9時からですが、6時半に起きなければなりません、そしてみんな
を点呼します。それから朝ご飯を⾷べます。⾷堂は寮の1階であります。料理は東京よりまず
いですが、思ったより美味しい。夜20時もう⼀度点呼して、みんなもいることを確認しま
す。寮で、電気やクーラーなども⾃由に使える、でも22時半までに携帯を回収しなければな
りません。2⽇⽬の点呼時間で返します。
     学校は⽥舎に建ています。周りは⼭ばかりです。買い物なら、⾃転⾞で20分かかって、町
へ⾏く必要があります。学校の周辺はただコンビニが2つあります。物価が安いです、シャン
プーなどの⽣活⽤品を全部買って、1千円ぐらいかかりました。
     寮に住んでいる学⽣は、全てスポーツ科です。みんなも桂阳さんより⿊いです。そして、
最も変なことは、お⾵呂に⼊ることは湯やです。⾒たことがありません。毎階も洗濯機があ
ります。偏僻なところだから、道を迷いやすい。先輩さんが電話で⼿伝ってくれること、よ
かった。
     それに、男性の寮でWIFIがありません、⼥性の寮があります。⼼連⼼は携帯を⼀つあげ
た、毎⽉データが2Gあげます。明⽇⽉曜⽇だから、⼊校1⽇⽬です。この⽇章学園はスポーツ
が有名だけど、⾳楽部に参加したい。
 
 
 

PS:⽇記を書くことはできますが写真を⼊れたら発送できません。だから今回は⽂章だけの報
告になります。ご覧いただきありがとうございます。
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初めての学校⽣活

2019.09.10

    今⽇は9⽉10⽇です、学校⽣活の2⽇⽬です。ちょっと学校を紹介させていただきます。
     この学校は携帯の持ち込みが禁⽌されています。⾃分の家から学校に通う学⽣は携帯を持
ったら、担任の先⽣に預けなければなりません。寮に住んでいる学⽣は、携帯が前⽇の夜に
寮監に預けてから、翌⽇の朝は返されません。携帯は放課後に返されます。休⽇の朝6時半に
返してもらえるとはもうこの前話しました。「もし朝の点呼に遅刻してしまったら、この⼀
⽇間携帯が没収されます。夜の点呼に遅刻したら、次の⽇に携帯を没収されます。」ってさ
っき聞いたことです。
      そして学校の時間割りということ。朝6時半に起きて、⾃分のことをします。8時45分前に
教室に着けばいいです。8時55分、全員教室の外に出て、挨拶をします。誰に挨拶するかわか
りません。午前は授業が4段あって、午後は3段あります。午後4時50分に授業が終わりまし
た。
      そしてこの学校で変なことを紹介したいです。まずは、今朝先⽣に案内されてあちこち⾃
⼰紹介をしました。だいたい8時半に、職員室で全ての先⽣が⽴って、知らないことを⼀緒に
⼤声で読みました。その後学⽣も⼀緒に読みました。それから、教室の外に靴棚がありま
す。校舎に⼊って、みんなも靴を脱いで、スリッパを穿きます。先⽣も同じ、毎⽇もスリッ
パを穿いて授業をします。それが変だと思いますね。
      だいたい以上です。そしてほかの何か変なことがあれば、またメモをします。そして、中
国の9⽉10⽇、教師の⽇おめでとうございます
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無題

2019.09.12

   最近いろいろあったので、結構疲れました。この新しい国で、新しい学校と⽣活も変な感覚
をくれました。つまり、全然うまく⽣きていません。迷った時、私も8班のことを⾒て、この
2年間の⽣活を思い出します。
   今⽇は周先⽣の誕⽣⽇だそうですね、みんなもサプライズのために頑張っています。このこ
とをずっと⾒ている私は、何もできません。ところで、すぐ中秋節になりました。どうや
ら、この私でも昔を偲びますね。⼀⼈で⾒慣れないところで⽣活して、どんな⼤変な状況で
も親に⾔いたくない、この感覚はやっと分かってきました。しかし、いくら楽しくなくて
も、あいつらがしていることを⾒ると、また元気いっぱいなんです。彼らは、相変わらず可
愛い、相変わらずやり⼿、相変わらずいろいろな感動を作っています。クラスにいない私
は、慣れ親しんだ温もりを感じました。そして何より、彼らはまた私に諦めない⾃信をくれ
ました。
   いくら厳しくても、必ず新しい段階に置き換えられます。だから、今勉強している兄弟たち
と⼀緒に頑張っていきたいです。みんなも理想的な結果を取れるように祈っていて、私⾃⾝
を運がよくなることも祈っています。
   そして、恩⼈の周先⽣、誕⽣⽇の時側にいなかったことを許してくださいね。お誕⽣⽇おめ
でとうございます。そちらの先⽣⽅々、友達たち、あなたたちに出会えて本当に⼀⽣の幸せ
です。今までの写真を全て⼤切にしています、周先⽣は体調が悪いので、ケーキを⾷べ過ぎ
ないように注意してよ。
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